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□開催日時：平成29年11月16日（木）

10:00～12:00

□開催場所：徳島県教育会館

(５階 小ホール)

□出席委員：１３名

□傍聴者 ： ５名

吉野川学識者会議 委員名簿

※渦岡委員、鎌田委員、木下委員、上月委員、小林委員は所用により欠席となりました。欠席された委員には事務局より事前に説明を行い意見を伺いました。

氏 名 専 門 分 野 所 属

池田 早苗 水質（水環境） 徳島大学 名誉教授

渦岡 良介 地盤工学・地震工学 京都大学防災研究所 教授

角道 弘文 農業水利 香川大学工学部 教授

鎌田 磨人 生態系管理（生態学） 徳島大学大学院 教授

河口 洋一 魚類学 徳島大学大学院 准教授

木下 覺 植物分類学 徳島県植物研究会 会長

上月 康則 水環境（環境工学・生態系工学） 徳島大学環境防災研究センター 教授

小林 實 鳥類 河川・渓流環境アドバイザー

田中 俊夫 地域福祉 徳島大学 教授

氏 名 専 門 分 野 所 属

田村 隆雄 治水計画（森林水文学） 徳島大学大学院 准教授

田村 典子 児童教育 四国大学生活科学部 教授

中野 晋 沿岸域工学 徳島大学環境防災研究センター 教授

中村 昌宏 地域経済 元徳島文理大学総合政策学部 学部長

平井 松午 歴史地理学・歴史ＧＩＳ 徳島大学大学院 教授

三神 厚 防災対策（地震） 東海大学工学部 教授

武藤 裕則 洪水防御（河川工学・水理学） 徳島大学大学院 教授

大和 武生 文化史・文化財 阿南市文化協会 会長

山中 英生 地域づくり 徳島大学大学院 教授

吉野川直轄河川改修事業は、河川整備計画の変更に伴う事業再評価、

吉野川総合水系環境整備事業は、前回評価から一定期間の3年間が経過

した事に伴う事業再評価を行い、さらに個別の事業完了箇所は事後評価

を行いました。

再評価の視点として、事業を巡る社会情勢等の変化、事業の投資効果、

事業進捗の見込み、コスト縮減や代替案立案の可能性などについて事務

局より説明を行い、学識者の方々に審議いただきました。

その結果、吉野川学識者会議において、吉野川直轄河川改修事業なら

びに吉野川総合水系環境整備事業を事業継続とする判断は、妥当との意見

をいただきました。
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●吉野川学識者会議のご意見

●【平成２９年度 第３回 吉野川学識者会議】の会議資料は、徳島河川国道事務所のウェブサイトからダウンロード

することができます。

編集：発行：国土交通省四国地方整備局 徳島河川国道事務所 http://www.skr.mlit.go.jp/tokushima/
住所：徳島県徳島市上吉野町３丁目３５ 電話番号：０８８－６５４－２２１１（代表）

●公共事業の事業再評価の仕組みと吉野川学識者会議の関係

大和 武生

１.吉野川直轄河川改修事業の再評価について

○水害の被害指標分析における事業実施後の被害人口の算出において、将来

的に高齢化社会が進行するとともに人口が減少することが明らかな中、ど

のような条件の下で分析しているのか、設定を明記してほしい。

○社会情勢の変化は、世帯数や高齢者の割合なども考慮した評価が適切であ

ると考える。

○被害想定シミュレーションは、前提の計算条件を明記するなど分かり易い

資料としていただきたい。

○内水被害は、吉野川本川の整備が進捗しても解消されないので、県や市町

が管理する河川の整備と歩調を合わせる必要がある。

○コスト縮減の表現は、進捗率だけではなくて、実際に縮減された事業費も

明記してほしい。

○投資効果の感度分析で、残工期＋10％のケースが設定されているが、事業

実施においては早期完成に心がけてほしい。

２.吉野川総合水系環境整備事業の評価について

○ 環境整備は非常に重要であるが、現時点では色々な社会効果を短期間で定

量的な尺度として算定する手法が存在しないことから、長期的な視点でス

トック効果を定量的に把握できるよう取り組む必要がある。

○ アンケート結果は利用目的、年代、性別など詳細な分析結果を実施するこ

とで、非常に有用なデータとして活用できると考える。

○ 水辺整備によるダム湖利用については、外来種対策についても十分留意し

ていただきたい。

○ 早明浦ダム水環境整備のモニタリングは、事業効果が見えるように取り組

んでいただきたい。

四国地方整備局事業評価監視委員会

事業再評価（案）【四国地整】

事業再評価結果の公表【本省】

第3回 吉野川学識者会議 11月16日
・吉野川直轄河川改修事業の再評価
・吉野川総合水系環境整備事業の再評価・事後評価

今回の会議

原案に対して、吉野川直轄河川改修事業の事業継続は、妥当と判断する旨の意

見をいただきました。

原案に対して、吉野川総合水系環境整備事業の事業継続及び完了箇所の事後評

価は、妥当と判断する旨の意見をいただきました。
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吉野川直轄河川改修事業
・社会経済情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の
実施の必要が生じた事業

吉野川総合水系環境整備事業
・再評価実施後一定期間が経過している事業
直轄事業については、「再評価後に3年間が経過した時点で
継続中又は未着工の事業」


